
２
０
１
２
年
２
月
１
０
日
、

全
労
連
、
国
民
春
闘
共
闘
会

議
、
建
設
首
都
圏
闘
争
は
、

中
央
総
行
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
農
民
、
中
小
企
業
者
団

体
、
民
主
団
体
、
労
働
組
合

な
ど
、
全
国
各
地
か
ら
、
参

加
し
た
人
々
は
、
７
０
０
０

人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

朝
か
ら
各
省
庁
前
行
動
を
、

正
午
か
ら
は
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
に
て
、
中
央
決
起
集
会

が
行
な
わ
れ
、
全
労
連
大
黒

議
長
は
、
「
大
企
業
は
内
部

留
保
を
は
き
だ
せ
、
最
賃
を

１
０
０
０
円
に
、
公
契
約
を

適
正
化
し
、
内
需
を
拡
大
す

れ
ば
、
税
収
の
増
加
に
つ
な

が
り
、
増
税
は
必
要
な
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
連
帯

の
挨
拶
に
国
会
か
ら
か
け
つ

け
た
日
本
共
産
党
の
市
田
忠

義
書
記
局
長
は
、
今
、
国
会

の
争
点
で
あ
る
、
「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
悪
」
に
ふ

れ
、
「
消
費
税
大
増
税
ス
ト
ッ

プ
、
社
会
保
障
充
実
、
財

政
危
機
打
開
の
提
言
」
を

紹
介
、
増
税
に
頼
ら
な
く

て
も
、
社
会
保
障
を
拡
充

す
る
財
源
は
確
保
で
き
る

と
訴
え
、
「
野
田
内
閣
の

悪
政
を
許
さ
な
い
声
を
日

本
中
に
ひ
ろ
げ
よ
う
」
と

会
場
の
参
加
者
に
訴
え
ま

し
た
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

は
、
宮
城
県
労
連

な
小
玉
高
弘
常
任

幹
事
が
被
災
地
の

惨
状
を
述
べ
る
と

共
に
被
災
地
の
雇

用
を
守
る
決
意
を

表
明
し
た
。
福
島

県
農
民
連
の
亀
田

俊
英
会
長
は
、
「
原
発
と

農
業
は
決
し
て
相
容
れ
な

い
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
の
ち
、
パ
レ
ー
ド

を
し
て
日
本
経
団
連
ビ
ル

に
移
動
。
ビ
ル
を
包
囲
し
、

「
賃
上
げ
で
景
気
の
回
復
を
」

「
大
企
業
の
横
暴
に
屈
せ
ず
、

労
働
者
の
権
利
を
勝
ち
取
ろ

う
」
「TP

P

反
対
！
こ
の
国

を
守
ろ
う
」
「
消
費
税
増
税

反
対
」
な
ど
、
抗
議
行
動
を

行
い
、
中
央
総
行
動
は
大
成

功
し
ま
し
た
。

春闘勝利のため全ての職場で学

習や討論を逢瀬印進めよう！

３月１５日は統一行動日です

発行所：練馬区労働組合総連合

練馬区中村北１－６－２

東京土建練馬支部内

電話０３－３８２５－７１４６

fax ０３－３８２５－７１１７

野田首相は、衆議院選挙の比例定数１８０を８０削減し小選挙区中心の選挙にしようとしてい

ます。
比例代表はほぼ得票率に応じた議席数となるのに対し、ひとりだけ当選する小選挙区では、議
席に結びつかない死票が非常に多くなります。前回の２００９年の総選挙では４６％が死票となっ
て議席に結びつかず、３００のうち８７選挙区では死票が過半数になっています。

小選挙区比例代表並立制度が１９９４年に導入されてから１７年になります。この間は自民党
が３０％前後の得票で５０％近い議席をとって政権を維持し、２００９年の政権交代選挙では民
主党が４０％前後の得票で６０％を超える議席を独占しました。いずれも小選挙区制のもとで死

票が大量に生じた結果です。
この１７年の歴代の政権のもとで、雇用の破壊、医療、年金、福祉の切捨てがすすみ、貧困が
大きな社会問題となりました。そして自衛隊の海外派兵がすすめられました。これらはすべて、
民意とかけ離れた虚構の多数のうえに強行されたのです。

弁 護士 菊 池 紘

（１）２０１２年２月２３日 ねりまろうれん 第１３９号

中央総行動に７０００人集結

小選挙区制の１７年はなにをもたらしたか
数の横暴で、賃金雇用破壊、医療、年今、福祉の切捨てがされ、国民を不安に追いやる政治！

日比谷野音で挨拶する

大 黒 議 長

「まともな仕事をよこ せ！」 訴える宮城県労連小玉高弘常任幹事

最
賃
１
０
０
０
円
を
！

雇
用
増
や
し
景
気
回
復
を
！

内
部
留
保
を
吐
き
出
し
て

迅
速
な
震
災
復
興
を
！





１
月
２
０
日
練
馬
区
庁
舎

で
行
な
わ
れ
た
懇
談
に
は
、

東
京
、
北
部
、
練
馬
春
闘
共

闘
会
議
か
ら
４
７
名
が
参
加

し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

練
馬
土
建
で
は
組
合
員
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
区
事
業
を

受
注
し
た
事
業
所
の
半
数
が
、

入
札
額
の
低
さ
に
賃
金
確
保

が
困
難
、
ま
た
は
、
赤
字
だ
っ

た
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
示
し
、
総
合
評
価

方
式
に
よ
る
入
札
、

公
契
約
条
例
制
定
に

む
け
、
検
討
を
行
な

う
事
な
ど
を
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

２
年
前
突
然
、
随

意
契
約
か
ら
競
争
入

札
に
変
更
さ
れ
、
公
園
清
掃

を
受
注
出
来
な
く
な
っ
た
建

交
労
池
袋
分
会
で
は
「
地
方

自
治
法
施
行
令
の
改
正
で
、

当
該
団
体
も
、
随
意
契
約
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

発
言
（
当
局
は
改
正
に
つ
い

て
認
知
な
し
）
随
意
契
約
に

戻
す
よ
う
に
訴
え
ま
し
た
。

公
共
一
般
で
は
、
交
通
費

が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
臨
時

職
員
（
時
給
880
円
）
が
、
最

低
賃
金
法
違
反
に
な
っ
て
い

な
い
か
、
全
員
の
調
査
を
依

頼
し
ま
し
た
。

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
公
契
約
条
例
を
つ
く
り

働
く
労
働
者
に
適
正
な
賃
金
・

労
働
条
件
・
安
定
雇
用
が
保

障
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
、
練
馬
区
政
は
、
こ

う
し
た
労
働
者
の
処
遇
に
つ

い
て
は
、
何
ら
関
心
を
示
さ

ず
、
民
営
化
に
よ
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
、
効
率
化
、

区
民
の
評
価
ば
か
り
が
優
先

と
す
る
、
区
の
対
応
に
憤
る

参
加
者
も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

の
根
絶
、
さ
ら
に
区
政
の
経

済
活
動
が
、
地
域
に
再
投
資

さ
れ
る
、
循
環
型
の
地
域
振

興
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

粘
り
強
く
運
動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

練
馬
春
闘
共
闘
会
議
担
当伊

藤

２
０
１
１
．
３
.
１
１
か

ら
ま
も
な
く
1
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
地
震
・

津
波
の
深
刻
な
被
害
と
と
も

に
、
原
発
・
放
射
能
被
害
は
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
、

今
も
福
島
県
民
は
も
ち
ろ
ん

全
国
民
に
大
き
く
覆
い
被
さ
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
に
及
ぶ
経
過
の

中
で
、
最
も
重
大
な
こ
と
は
、

日
本
の
政
治
を
担
う
勢
力

が
、
国
民
の
い
の
ち
と
く

ら
し
・
雇
用
を
守
る
立
場

で
は
な
い
こ
と
で
す
。
事

故
直
後
、
放
射
能
被
害
か

ら
福
島
県
民
を
ど
う
守
る

か
と
い
う
点
で
、
信
頼
で

き
る
行
動
は
何
も
し
て
い

ま
せ
ん
。
飯
舘
村
は
そ
の

象
徴
的
な
被
害
自
治
体
で

す
。
今
も
、
い
か
に
福
島

県
民
の
窮
状
を
ど
う
す
る

か
は
日
本
政
治
の
最
大
課

題
な
の
に
、
消
費
税
増
税

と
い
う
、
被
災
地
住
民
に
も

負
担
を
押
し
つ
け
る
施
策
に

狂
奔
し
て
い
ま
す
。

福
島
原
発
は
と
て
も
「
収

束
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
地

震
が
頻
発
し
て
い
る
な
か
、

さ
ら
に
大
き
な
放
射
能
災
害

の
危
険
性
は
確
実
に
存
在
し

ま
す
。
ふ
る
さ
と
と
生
活
の

基
盤
を
奪
わ
れ
た
人
々
の

“
苦
悩
と
怒
り
”
に
い
ま
最

大
限
の
連
帯
を
示
す
べ
き
か

と
思
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
の

報
道
は
、
あ
ま
り
に
及
び
腰

で
す
。
日
本
国
憲
法
の
人
権

保
障
の
精
神
が
今
こ
そ
発
揮

さ
れ
る
べ
き
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
主
権
者

国
民
と
し
て
の
声
を
あ
げ
て

い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
に
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
遠
慮
す
る

必
要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

声
を
か
け
合
っ
て
、
練
馬
ア

ク
シ
ョ
ン
旬
間
の
取
り
組
み

を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

都
教
組
練
馬
委
員
長佐

健
康
尚

（２）２０１２年２月２３日 ねりまろうれん 第１３９号

第
８
回
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
な
わ
れ
る

２０１２年 自治体キャラバン様子
雇

用

と

暮

ら

し

を

支

え

る

自

治

体

に
転

換

を

！

『
原
発
ゼ
ロ
』
へ
舵
を
切
れ
！

こ

の

声

を

広

く

大

き

く

！

賃
金
確
保
が
困
難

公
契
約
条
例
の
制
定
を

随
意
契

約
で
高

齢
者
の

仕
事
確

保
を

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
政
治
を
！

３・１３重税反対全国統一行動

消費税増税反対！大企業、大金
持ちは応分の負担を！
社会保障は国と企業の責任で！

練馬では２箇所で行なわれます。

東税務署管内

日時 ３月１３日（火）９時３０分開会

会場 練馬公民館

西税務署管内

日時 ３月１３日（火）１０時 開会

場所 区立あかしあ児童公園

練
馬
ア
ク
シ
ョ
ン
旬
間

の
成
功
を




